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〔Al]'山口優子 : 生物数学-の方法論的寄与,講座情報社会科学,第 3生命と情論･,
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めには..セル空間論の基本的な諸概念に対して所要の解釈 (意味づけ )として 5解釈を
与えている｡要約すれば (解釈･1)機能論 ;(解釈 2)セ/レ状態 1,0は単位体の在,
3
不在としても又 日 i)2種の単位体の併存ともみられる ;(解釈 3)素領域 としてゐ単

















H ○ ) 生存競争の型式化
し2G) LMTに機縁をもっある種の碁,称して優碁(YuGo )なるゲームを例 として
説明するO,
















(20)生長問題 と形態問題 とに対 して.二次元文脈依存文法のもつべき関連
(3d)人工知能論 と生物 ロボットとの関連
(40)神経方程式とセル空間論的接近 との関連
(50)セル organization の問題 とqbductl･On prOCeSS との関連
§6.結び 197∩年 4月ごろから着手した私 どもの.この方面の研究は,1971























の 3着が考えられるO反応の fluxに-jいては deI)onder,Jougu｡tらにより1926
年頃より
flux-- a(expjLIAT-expP正雄T ) (1)
という関係が知られている｡pI,刊 はそれぞれ反応系及び生成系の化学ポテンシャル




右辺の 0は絞 り因子 ともいわれ,熱力学の第 2法則によるとo<0となることはないOこ_二.二=
酵素のはたらきは微妙であるが,熱力学に反 して 0<0となやようなものは知られてい
ない｡ 叫ま反応の活性化の自由エネルギーによる量で.このものた影響するような吻理
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